
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

七野会 
代表者 井上ひろみ 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

平均年齢 87.3 歳。平均介護度は 2.1。利用者の 7 割程度が独居、その他は働く世代の

子供との同居。 

法人理念である、『その人らしく』地域や住み慣れた自宅で暮らし続けられる事を大切

にし、日々援助にあたっています。 
事業所名 

小規模多機能施設 

和泉の家 
管理者 久國康子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 1 人 １人 人 1 人 ３人 ２人 人 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・聞き取りシートやアセスメント

シートを活用して、自発的に言えな

い人の本当の想いをくみ取る。 

・引き続き職員会議の冒頭で改善

計画の振り返り、実現出来ていると

ころや出来ていないところを確認

し、どのようにしたら実現できるの

か話し合う 

・想いを汲み取ることは、個々に意識

をしているが、文章にし共有化するこ

とはあまりできていない。 

・職員会議で振り返りを行い、意識づ

けすることはできた。 

・具体的な改善策は出されている

が、継続実施していくのが課題のよ

うに思います。優先順位や期間など

をわけてシンプルにするのも大事

かと思います。 

・「できている点」「出来ていない

点」のアセスメントが深く出来てお

り、改善計画もしっかり考え立案さ

れていると思います。 

・「連携・協働」で評価の低かった

ので、自己評価が上がるスタッフが

増える取り組みがあればよいと思

います。 

・ケアが好き！と思って対応され

たら、自他ともに評価は上がると思

います。 

・個々に関わりの中で知り得た情

報を記録に残し、担当職員のモニタ

リングで想いを文章にし職員会議

で共有化する。 

・引き続き職員会議で改善計画を

振り返り、出来ていないことや職員

がどのような取り組みを行うと実

現できるのか話し合う 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・整理、整頓、清掃、設備の不備の

改善などを計画的に行う。 

・物理的な環境だけでなく、私たち

職員も環境の一部であることを意

識した行動をする。 

・業務改善や環境整備を行うことはで

きていたが、設備の老朽化が進んでお

り、突発的な修繕を余儀なくされた。 

・私語や声の大きさなど意識していた

が、ついつい業務を優先してしまう行

動をしていた。 

・居心地のいい空間になっている 

・利用者や家族へのかかわりもお

だかやで雰囲気も良いと思います。 

・もっと思い切った取り組みがあ

っても良いのかもしれないです。 

・業務改善委員以外の職員も気づ

いた点を意見し、改善案を考える 

・ご利用者と同じ空間を共有して

いる意識を持ち、自分たちの言動を

省みる 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・地域と関われる取り組みを職員

も率先して取り組む 

・雑巾の寄付や下校時間の声掛け

を通じて地域や近隣の学校との交

流を広げていく。 

 

・地域との関わりを意識していた。 

・個々でも地域の子供たちに声かけな

どおこなっていた。 

・地域のイベントへは、意識があが

っている印象があります。 

・今後も地域のかかわりが継続で

きるように、新しいスタッフへ 

の指導も継続してください。 

・近隣の学校との交流の取り組み

・近隣への関わりやイベントへの

参加を引き続き行っていく。 

・あいさつや声掛けも意識して行

っていく。 



もすばらしいです。 

・高齢者はケアしてくださるスタ

ッフの方との関わりが大きく影響

すると思います。 

・負担なく取り組めるのかは課題

だと思います。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・引き続き訪問等でその方の地域

との関りを意識する。 

・地域の催しを伝え、本人と地域が

繋がり続けることのお手伝いをす

る。 

 

・訪問時等でその方の地域での関わり

を意識し、地域への催しがあると、本

人に声をかけたり参加の援助を行え

ている 

・和泉の家に来ることが楽しみや

生活の一部になっていたらいいな

と思います。 

・堀川まつりへの出品はやりがい

に繋がっていると思います。 

・民生委員などを理解されていな

いスタッフへの研修をされ、連携を

とってください。 

・ご利用者と地域との繋がりが途

切れないように、地域の催しなどの

アンテナをはり、繋がり続けること

のお手伝いをする。 

・「地域の資源とは」を学ぶ機会を

設け、各ご利用者の地域資源とどの

ように連携をとるかを考える 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・引き続きご利用者とご家族に参

加していただけるようにお声掛け

する。 

・和泉の家の取り組みを報告して、

デイと小規模の違いを発信してい

く。 

 

・ご家族の参加は、会議の趣旨などが

伝わりにくかったか、難しかった。 

・小規模ならではの取り組みの発信

は、不足していたように思う 

・いい施設へと向上する意気込み

を感じています。 

・今後も利用者や家族の参加の継

続してください。 

・取り組みについては、いつもわか

りやすく説明していただいていま

す。 

・利用者にとってよい点などどん

どん発信してその方にあった利用

につなげられるようにしたいです。 

・会議の趣旨をわかりやすく説明

を行い、次年度もいろんなご利用者

やご家族への参加のお声掛けを行

う。 

・小規模ならではの特徴的な取り

組みの発信を行う。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・近隣の事業所と共同で地域の防

災訓練に参加する。 

・具体的な避難設備などを専門家

に相談する。 

・施設建物全体で防災備蓄を整え、

地域へ発信していく 

・地域の防災訓練の参加や専門家から

の避難の具体的なアドバイスを頂け

た。 

・防災備蓄は着手できていない。 

 

・防災や災害に対しての取り組み

は積極的に地域と一緒にとりくま

れており、スタッフの意識も高いと

感じています。 

・計画や訓練があるということは

知っているが、具体的なことはわか

らないので、口頭で説明をする機会

を設けてもらえればと思います。 

・何かあったときに頼れる施設と

して、知名度を上げておくこともで

きたらいいと思います。 

・ご利用者やご家族へ防災や災害

の対策などを発信していく 

・避難訓練もご利用者に伝わるよ

うに一緒に取り組めるようにする。 

・施設建物全体で防災備蓄を整え、

地域へ発信していく 


